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トピックス

【広島北部森林管理署】７月２３日（木）

広島北部森林管理署とアサヒビール

「アサヒの森環境保全事務所」( 松岡

洋一郎所長 )、森林総合研究所 広島

水源林整備事務所（増子政喜所長）

は、甲野村山森林共同施業団地内の

アサヒの森（庄原市比和町）において、

庄原市立比和小学校５・６年生児童１９名を対象に、今

年で７年目となる「森と水の学習会」を開催しました。

　今年度は新たに広島水源林整備事務所も加わって３者

の共催による学習会となりました。

　当日は梅雨明け直後にもかかわらず、あいにくの雨に

より、アサヒの森にある「フォレストハウス（小屋）」

で開会し、主な行事を実施しました。

　最初に森林ボランティア団体「びほく・森のサポーター

ズ」による紙芝居「雨の子レイン坊やの冒険」や、広島

水源林事務所から「森林のはたらきとセンターの仕事」

の説明を行い、森林の手入れや林業の役割などについて

学びました。

　その後、アサヒのスタッフによる「水の浄化実験」を

行い、濁水が土によって浄化され出てくる様子などを間

近で見て、児童からは「飲んでみたい」との声も聞かれ

るほど、きれいになった水が流れ落ちてくる様子を観察

しました。

　また、「自然観察」は小雨の中カッパを着用しての実

施となりましたが、林道沿いの植物を中心に、クロモジ

やクサギなど独特の香りがある

ものはにおいを嗅いだり、ミツ

マタやハナイカダなどはその様

子をじっくりと観察しながら木

の特徴を感じとっていました。

　午後からは、「比和の農林業」

とのテーマで、地元の方から、

かつて山村でよく見られた農具「背負子」が紹介されま

した。児童たちは、「背負ってみたい！」と挑戦するも、

薪や生木を背負うとふらついて思うように歩けず、人力

による作業の大変さや、かつて機械がない時代には便利

な道具であったことを実感していました。

　引き続き実施した丸太切りでは、「のこぎり」を使っ

てヒノキ間伐木の輪切りを行い、一人で二度三度競って

挑戦していました。

　最後の木工教室では、当署職員の指導のもと、木の輪

切りを使ったクラフト作りに挑戦し、児童たちは自由な

発想で様々な作品を作り上げていました。

　また、丸太切りで切り落としたヒノキの輪切りは、い

つの間にかクマやフクロウなどのいろんな動物の顔に変

わっていました。

　閉会にあたり先生から「森は近くにあるけど、機会が

ないと入り込んでいろんな体験ができない。今日一日、

森や水のことを五感で感じながら体験でき、夏休みの良

いスタートとなった。」との、お礼の言葉をいただきま

した。

夏休みのスタートに「森と水の学習会」を開催
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【滋賀森林管理署】　６月２９日（月）から７月３日（金）

までの５日間、職場体験学習として大津市立 田
たなかみ

上 中学

校の２年生３名を受け入れました。この一週間はあいに

くの梅雨空となり、少し肌寒い日々が続きましたが、生

徒達は一生懸命林内での作業体験を行っていました。

　２９日（月）の午前中は、滋賀森林管理署の概要説明、

安全などの注意事項等の説明を緊張した面持ちで聞いて

いました。

　午後からは、栗

東市にあるレク

リエーションの

森である金
こんぜやま

勝山

国有林において、

林野巡視や境界

標の確認等の体

験を行いました。

　遊歩道を歩きながら、国有林の境界を確認し、境界標

に傾斜などの異常がないか、また、遊歩道沿いに枯れて

いる立木や、倒れそうな立木がないかなどの確認も併せ

て行いました。初日ということで、通常の学校生活と違

う慣れない作業や装備に苦労していました。

　６月３０日の午前中は六
ろっかさん

個山国有林で、間伐作業を体

験しました。ヒノキを伐倒しましたが、掛かり木となっ

たため、総括森林整備官の指導の下、３人で力を合わ

せてロープで引っ張り安全に

かかり木の処理を行いました。

不慣れな作業の連続で体力を

消耗したと思いますが、掛か

り木の処理が終わったとき、

３人の表情は安堵とやり遂げ

た後の充実した面持ちでした。

　午後は一
いちじょうや

丈 野国有林に移動し、近江湖南アルプス自

然休養林内の遊歩道の草刈りを行い、利用者が気持ちよ

く歩けるようにしました。

普段、何気なく歩いている

遊歩道が、このようにたく

さんの人の手によって、き

れいに整備されているこ

とを改めて知ることがで

きたと感慨深げでした。

中学生が職場体験学習にきました

　７月１日は、朝から雨が降り続いたことから、森林環

境教育の一環として、水源の森のジオラマ作りを体験し

ました。リアルな森になるよう各人で工夫しながら一生

懸命に取り組み完成させました。作成する過程では、じっ

くり考えて作成する者、また、一気に完成させる者など

それぞれの特徴がみられたジオラマ作りでした。

　午後からは、大

津市内の治山工事

現場へ行って、平

成 26 年 度 に 完 成

した谷止工を見学

しました。現場で

は、山地災害の恐

ろしさと治山工事

がなぜ必要なのかを学習しました。

　７月２日は朝から近江八幡市ある伊
いざき

崎国有林に出発

し、歩道入口で国有林及びカワウの被害の状況につい

て説明を行いまし

た。カワウの影響

で枯損している箇

所や営巣箇所を双

眼鏡等で遠望した

ところ、巣は確認

出来ましたが、カ

ワウは確認出来ま

せんでした。

　午後からは、奥
おくしまやま

島 山国有林で輪尺、測幹、バーテッ

クスによる収穫調査の調査方法の説明をうけ、実際に現

地の立木を測りました。

  ７月３日は、滋賀県甲賀市にある甲賀林材株式会社の

木材市場で木材の市売りを見学しました。樹種によって

材質や年輪幅の違いがあることや、腐りや曲がりなどの

欠点が材の売値に影響することなどを学びました。生徒

たちが特に興味を持った

材はメタセコイアで、年

輪幅が他の材に比べてか

なり広いことを発見し、

メタセコイアの成長の早

さに驚いていました。

　午後からは同市にある

三
さんごうやま

郷 山 国有林で昨年度実施した生産事業箇所の見学

を行い、間伐前後の森林の違いなどを見比べました。そ

の後、収穫調査体験では、巻尺を使用し標準地を設け、

ヒノキの樹高と胸高直径を計測し、ha 当たりの材積を

算出し、最終日の体験を終えました。

ニュース
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【広島北部森林管理署】　６月２５日（木）広島北部森林

管理署とアサヒビール「アサヒの森環境保全事務所」( 松

岡洋一郎所長 )、森林総合研究所　広島水源林整備事務

所（増子政喜所長）は、庄原市高野町の「アサヒの森及

び俵原山国有林」で「森と水の学習会」を、庄原市立高

野小学校５・６年生児童２９名を対象に開催しました。

　この学習会は、「甲野村山地域美しい森林づくり推進

協定」（森林共同施業団地）に基づいて毎年取り組んで

いる行事の一つで、今年度は新たに広島水源林整備事務

所も加わって３者が連携し共催した学習会となりました。

　梅雨真っ直中のこの時期、心配された前日までの雨も

あがり、「アサヒの森」で開会し、午前中の行事を行い

ました。

　最初に森林

ボランティア

団体「びほく・

森 の サ ポ ー

ターズ」の皆

さんによる紙

芝居と森林ク

イズで「森林

の働き」について楽しく学んだ後、アサヒのスタッフに

よる「水の浄化実験」を行い、濁水が土によって浄化さ

れきれいな水となって出てくる様子などを間近で観察し

森と水の学習会
－アサヒの森・俵

たわらばらやま

原山国有林－

ました。

　また、「枝打

ちロボット」に

よ る 枝 打 ち の

実演では、幹の

周 り を ク ル ク

ル と 回 り な が

ら 枝 を 切 り 落

と し て 登 っ て

いく機械に児童達は驚いた様子で、目をこらしてじっと

見つめていました。引き続いての「丸太切り」体験では、

ロボットみたいに思

うように早く切れな

いながらも、ヒノキ

の丸太を最後まで一

生懸命切り落として

いました。

　午後からは、隣接

する俵原山国有林へ

場所を移し、学年ごとに２班に分かれ、森林管理署職員

の解説のもと森林散策を行いました。

　散策では、ハクウンボクの葉のように「ふわふわ」し

たものや、ミズメ、ゴマギの葉などの樹種特有の香りが

あるものは、積極的に手に取って体験するなど、五感を

使って親しみながら木の特徴を感じとっていました。  

　また、散策の途中で、小さな谷へ湧き出る水の様子に

足を止めて冷たさを実感し、山から流れ出た水が下流で

集まって私たちの暮らしに利用されていることを、実体

験を通じて学びました。

　散策の最後には「水の鼓動を聴こう」とのテーマで、

ビニールパ

イプを使っ

て 渓 流 の

水音を魚に

なった気分

でそ－っと

聴き、思っ

た以上にい

ろんな音が

聞こえてくることに皆が驚いた様子でした。

　最後に児童から「パイプで聴く水の音や、山の木の種

類が多いことに驚いた」「枝打ちロボットが木登りして

枝を切り落とす様子に驚いた」「山の水は思った以上に

冷たかった」などの感想がよせられました。

　生徒からは、実

際 に 作 業 を 体 験

し、森林を守って

いくためには、こ

んなにも苦労が必

要だということが

分かった。いろい

ろな体験をしたが、

ほとんどが疲れる

作業であったが、貴重な体験をしたという声が聞かれま

した。

　生徒３名は、梅雨の時期の天候の不安定な中での職場

体験でしたが、体力的に非常にきついと感じる作業が多

く、その中で、３人で力を合わせながら一つ一つの作業

を真面目に取り組んだことは、得がたい体験をしたと思

います。

　今後は、今回の体験で得た知識・経験をこれからの中

学校生活に役立てていただきたいと思っています。
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【箕面森林ふれあい推進センター】
　近畿中国森林管理局箕面ふれ

あい推進センターでは、森林環

境教育に取り組む教員や指導者

等が、無理なく実践できるよう

に編纂した指導者用テキストを

発行しています。

　「森林環境教育手引書（小学校

編）」は、学習指導要領での位置

づけや単元を明確にした授業案で構成し、森林 ･ 林業に

関するいろいろな図表 ･ 写真 ･ 動画を DVD に収めて付

録しています。また「森林環境教育推奨事例集」は、教

室や校庭での学習から国有林の森林をフィールドとした

学習まで網羅した 34 事例を収録しています。

　これら手引書及び事例集について、公益社団法人島根

県緑化推進委員会から、島根県内のみどりの少年団活動

指導者の参考資料としたいとの問合せをいただき、送付

したところ、手引書等の中心的な執筆者である京都教育

大学の山下宏文教授を講師に招いての指導者講習会が、

出雲市で開催

されました。

　島根県緑化

推進委員会小

塚常務理事よ

り講習会の様

子を報告して

頂きましたの

で、以下のとおり紹介します。

　島根県緑の少年団連盟は、平成 27 年 6 月 19 日出

雲市で総会を開き、併せて指導者講習会を行った。

　講習会では、近畿中国森林管理局箕面ふれあい推進セ

ンター発行の「森林環境教育手引書（小学校編）」と「同

推奨事例集」を執筆された京都教育大学の山下宏文教授

の「森林環境教育の重要性と進め方」と題した講演会を

実施した。

　講演には、緑の少年団連盟

関係者（小中学校教員）の

外に、森林ボランティアや

NPO 関係者、県・市の技術

者など約 40 名が聴講した。

　緑の少年団活動をしっかり根付かせるには、普段か

ら教育課程に密接に関わった進め方が重要であること。

センター発行のテキスト送付から
講習会開催へ発展

ESD 教育（持続可能な開発のための教育）に森林を活

用した手法が適していること。「関心喚起」から「理解

の深化」、さらには「具体的な行動」に結びつける過程

を重視すること。

　21 世紀に求められる子ども達の能力（単なる知識や

技能だけでなく、参加する能動的態度、複雑な課題に自

発的行動が出来ることなど）は、「森林環境教育」が求

めるゴールと重なる部分が多い。といった意見は今後の

活動に大いに勇気をいただいた。

　「森林環境教育手引書（小学校編）」は現場教育者に具

体的な動きを作り出せる貴重な指南書であり、県内の全

小学校に提供する計画です。

【島根森林管理署】　７月２５日（土）、社会貢献の森協

定箇所である大
おおしど

志戸国有林の連合島根「ふれあいの森」

において森林教室を開催しました。

　当日は、夏らしい晴天に恵まれ、参加者（子供３０名、

大人２８名）が開催地に到着すると、木々の間から降り

注ぐ日差しに、吹き出る汗をタオルでぬぐい、川にすぐ

にでも入りたそうな子ども達の姿が多く見受けられまし

た。

　午前中の自然

観察会では、林

道 を 歩 き な が

ら、サンショウ

やドクダミの葉

のニオイを嗅い

で驚いたり、森

林の中の川の音

や鳥の鳴き声などに耳をすましてみたりと五感をフル回

転させ自然に触れました。

　途中、形や大き

さ、色等、種類が

異なる葉っぱを

３枚選んで行っ

た「葉っぱじゃん

けん」では、「はっ

ぱっぱ」のかけ声

と共に自分の勝

負葉っぱを勢い

よく出して「勝った！負けた！」と歓声に包まれました。

　スギ人工林の前では、「八
やまたのおろち

岐大蛇は、斐伊川を例えた

ものだといわれており、その背中にはスギやヒノキが生

ふ れ あ い の 森 で 森 林 教 室
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えていたと日本書紀に記され、スギは日本人にとって馴

染みのある木であり、代表的な人工林」という話をした

後に、スギの木の太さ当てクイズを行いました。

　また、治山ダム設置箇所に到着すると、「氾濫を繰り

返し恐れられた斐伊川の治水を須
すさのおのみこと

佐能袁命が水田の神で

ある奇
くしなだひめ

稲田姫を守るために八岐大蛇を退治したお話に例

えられている」という古事記や日本書紀に書かれている

話を盛り込みながら治山事業についても説明しました。

　自然観察から帰って

くるとすぐに子供たち

が水着に着替え川に入

り、「水が冷たくて気

持ちいい」「５匹も捕

まえたよ！」等と歓声

をあげながら約１００

匹のニジマスとヤマメ

のつかみ取りを行いま

した。石の隙間に逃げ込まれたり、せっかく捕まえたと

思ったら手から滑り落ちたりと苦戦しましたが、次第に

コツを覚えた子供たちが見事捕獲し、大人が竹串に刺し

炭火で焼いた魚を参加者みんなで食べました。

　午後からは子どもから大人までを対象に木への親しみ

や森林の働きについてのパワーポイントを使った森林教

室と紙芝居を行いました。途中で自然観察会でみつけた

昆虫の名前をあげたり、木で出来た物は何かを答えたりし

ながら、楽しみながら森林の役割や大切さを学びました。

　その後の木工教室では、「木育」を意識し、木の温かみ

や利用の意義を体験出来るよう、スギ板を糸鋸で切り抜

いて作る鍋敷きや、ナツツバキの輪切のキーホールダー、

サクラの小枝のもっくん、えんぴつくん作りに取組まし

た。特に鍋敷き作り

は、子供達が板に

書いた絵の輪郭を

糸鋸を真剣に操作

して切り抜くお父さ

ん、お母さんを尊敬

のまなざしで見守

る子供達の姿が印

象的でした。

　親子連携プレーで完成したそれぞれの個性豊かな作品

を手に満足した様子でした。

　家族単位での参加がほとんどを占めている今回の森林

教室では、夏休みの最初の家族との想い出となり、家庭

内でも自然の中での体験等を思い出して森林、林業に興

味をもってもらえればとの願いをこめて閉会しました。

【総務企画部 総務課】　７月１５日（水）、林野庁の業務

全般の紹介や、当森林管理局が管理する国有林のフィー

ルドを活用した取組

を、実際に現場で見て

いただくことを目的

に、京都大阪森林管理

事務所管内の銀閣寺

山国有林にて業務説

明会を開催しました。

　当日は、平成 27 年度国家公務員採用一般職（大卒程

度）試験の受験者のうち、林野庁への入庁を検討されて

いる方を対象に募集したところ、京都近郊以外の大学か

らも参加申込があり、総勢１７名の参加がありました。

   業務説明会では、最初に、林野庁、国有林及び近畿中

国森林管理局の業務内容の説明、銀閣寺山国有林の概要

について説明した後、実際に現場を見て頂きました。

　 現 場 で は、

銀 閣 寺 山 国 有

林 は、 一 般 の

入 り 込 み 者 の

多いことから、

治 山 ダ ム に つ

い て も 景 観 に

配 慮 し た 工 法

で設置していること、地元関係者と協力したマツ林再生

の取組、試験研究機関

等との共同研究の取

組について、実際に現

地を見ていただきな

がら、京都大阪森林管

理事務所長から取組

状況を説明しました。

　当日は、台風の接近による降雨も心配されましたが天

候に恵まれ、途中急な山道もありましたが、皆さん元気

に現地を興味深く見学されていました。

　現地を見た後、学生の皆さんからは、国有林の取組が

よく理解できた、採用されてから自分が行う仕事につい

てイメージできた等の感想や、これから採用までのスケ

ジュール、採用後の処遇等について活発な質問があり、

充実した１日を過ごしていただけたようでした。

　今回参加いただきました皆様には、是非、林野庁へ入

庁いただければと期待しています。

業 務 説 明 会 を 実 施
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「森林の調査隊！！フォトコンテスト」

締切迫る！！！

＊	締切　8 月 31 日（月）

＊	作品のテーマ 

森
も り

林で見つけた動植物（昆虫・動物・植物） 

森
も り

林での体験・活動（里山整備、森林環境教育など） 

（上記どちらかのテーマに沿ったデジタル組写真２

枚１組か３枚１組とコメント200～400字程度）

＊	応募対象 

個人又はグループ 

年齢は問いません。必ず、本人が撮影した未発表

作品に限ります。 

2 作品まで、応募可能です。

＊	応募先・問い合わせ先 

箕面森林ふれあい推進センター 

TEL：06-6881-2013　FAX：06-6881-2055 

HP：http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/minoo_fc/

information/morinochousatai-top.html

平成 27 年度森林・林業交流研究発表会の申

込みを受付中です。

＊	申込み期限　9 月 4 日（金）

＊	参加資格 

当局管内の府県及び市町村の職員、森林・林業関

係団体等の職員、教育機関の生徒・教職員等。 

当局職員や上記と共同で研究する者

＊	申込み・問い合わせ先 

近畿中国森林管理局　技術普及課 

TEL：050-3160-6754　FAX：06-6881-2055 

HP：http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/koho/

event/kenkyu_happyou.html

平成 27 年度森林環境教育（森林 ESD）活

動報告発表団体を募集しています。

＊	募集締め切り　9 月 30 日（水）

＊	応募資格 

当局管内の国有林・民有林等で、森林を活用した

森林環境教育を実践している学校関係や森林ボラ

ンティア団体、企業、公共機関

＊	問い合わせ先 

箕面森林ふれあい推進センター 

TEL：06-6881-2013　FAX：06-6881-2055 

HP：http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/

minoo_fc/information/h27-esd.html

【8 月のテーマ：イベント】

　8/27 ～ 8/28　森林（もり）のつどい２０１５

【ピノキオ絵本で遊ぼう会】

【9 月のテーマ：森林の絵画展】
　9/ 1 ～ 9/11　第 5 回絵画グループ「クリエイト展」

【絵画グループ「クリエイト」】

　9/14 ～ 9/25　スケッチ教室グループ展示

【みのむしプロ】

　9/28 ～ 10/1　第 7 回彩 21 絵画展

【彩 21】

  森
も り

林のギャラリー（局庁舎1階）    

花 草 木

　今月の花草木は「ヒマワリ」です。
　ヒマワリは、北アメリカ原産地の、キク科ヒマワリ属の一
年草で、和名で「向日葵（ヒマワリ）」、別名を「日輪草（ニ
チリンソウ）」といいます。

　ヒマワリは、花が太陽の方向を追うように動くことに由来
し、英語では「太陽の花（Sunflower）」と呼ばれています。

　花言葉は、「私はあなただけを見つめる」「愛慕」「崇拝」
で、花言葉の「私はあなただけを見つめる」は、ヒマワリ
が太陽の方向を追うように動く性質にちなんでいます。
　西洋の花言葉には「偽りの富（false riches）」もあります
が、これはスペイン人がインカ帝国（ペルー）において、太
陽の神殿に仕えた巫女のヒマワリを形どった純金の装身具な
どを奪い取ったことに由来するともいわれています。

　ヒマワリを国花としているのは、ペルー、ロシアで、ロシ
アはヒマワリの生産量世界一となっています。
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近畿中国森林管理局の保護林

天
てんのうざん

王山特定動物生息地保護林　[ 高梁川下流森林計画区 ]

シリーズ　保護林　第 25 回

　天王山特定動物生息地保護林は、岡山県新見市に位置しています。当保護林は、地域的固有種として分布しているヒメボタ

ルの生息地の保護を目的として設定しています。

　保護林の面積は、8.75ha で水源涵かん養保安林に指定されています。保護林の植生は、スギ、ヒノキ、アカマツなどが混

生する針葉樹の複層林で、ミヤコザサやヤブムラサキ、コアジサイ、サワフタギなどの低木類が見られます。

　また、オサムシ類やシデムシ類といった多くの昆虫類が生息しており、初夏の夕暮れは発光するヒメボタルが見られます。

保護林内で発光するヒメボタル林内の様子

天王山特定動物生息地保護林

【保護林及び国有林内での注意事項】

★国有林内の動植物の捕獲、採集はできません。

★国有林内では火気厳禁です。林内では禁煙にご協力ください。

★自然環境の保護と安全な利用のために、歩道等を外れないようにお願いします。

★林道は幅が狭い未舗装の所がほとんどです。落石の危険性もあります。注意して通行してください。

【保護対象種】

ヒメボタル

Luciola parvula

【天王山特定動物生息地保護林に生息・生育する動植物】

◎植物：ヒノキ、スギ、アカマツ、ヤマザクラ、コナラ、アベマキ、クリ、ウリカエデ、アオハダ、コアジサイ、

アセビ、サワフタギ、ヤブムラサキ、ミヤコザサ、シシガシラ、タガネソウなど

◎動物：ヒメボタル、アキオサムシ、ヨツボシモンシデムシ、センチコガネ、ニシムネアカオオアリなど

【天王山特定動物生息地保護林へのアクセス】

◎車・・・国道 50 号線を経由、林道天王山線をのぼり、保護林にアクセスします。

◎歩・・・登山道が整備されています。入林する際は、登山道から外れないよう注意してください。

岡山県岡山県
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